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P(t) = ω1 (T)P(t -1) + (1一同(T))月(T)+ F(t) 
=ωl(T)P(t -1) + ~ω (T) + F(t) 、 ??，???， ， ， ? ? ?
ここで、 ωl(T)，乃(T)は時系列の振る舞いを特徴付ける値で、価格P(t)とは異なるスパン
で変化する値とする。これらの値は、残差項F(t)が、























。l(T)=αl(T) +ωl(T) (5) 
口i(T) 向(T)一向-l(T)ωl(T) (2壬t壬k) (6) 
f!k+l(T) αk(T)ωl(T) (7) 
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